
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

平成３０年度埼玉の子ども 70万人体験活動 

● ３年生が総合的な学習の時間に久喜市の伝統的なお祭りである「ちょ

うちん祭り」のお囃子について学ぶ。演奏を間近で聴くだけでなく、保

存会の方々から地域への思いや願いについてのお話を聞き、児童一人一

人が演奏の体験をする。太鼓の響きや鐘の音色、手応えを体感しながら

保存会の方々と交流して、伝統芸能のすばらしさを学ぶ。 

● 演奏を聴くことに加え、和楽器の演奏体験をすることにより、保

存会の方々とより深く関わることができた。 

● 地域の保存会の方々から「ちょうちん祭りのこと」や「地域に伝

わるお囃子への思い」を直接聞くことにより、地域の深い理解がで

きるとともに、「郷土愛」を感じることができた。 

● 言葉で楽譜を作るなど、新しいことをたくさん教わった。 

● ちょうちん祭で使う太鼓について、分かりやすく教えてもらっ

た。お囃子体験を通して、その楽器がとても好きになった。 

● 長銅太鼓のたたき方が難しかったけれど、保存会の方々に優しく

教わることができて、とても良かった。 

お囃子体験 

第３学年 


